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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

教育力を向上し、調和のとれた人格形成を支援します

2

平成１６年度

教育・子育て

10

～

学校教育課

学校教育係

83

平成３０年度以降

学校教育

◆平成25年度実施内容

・小中学校に「スクールサポーター(教員免許なし）」を配置し、主としてクラスに入って児童

生徒の指導で担任を補助する業務及び児童生徒の不登校の対応など、個々に対しきめ細

やかな対応をした。（小学校17名、中学校10名を配置）

・「特別支援教育相談員」が各校を巡回し、面談や発達検査・ケース検討を行い、より適切な

対応を模索し、指導と支援を進めた。（相談員1名）

・元通級指導担当教員を「特別支援教育指導員」として配置し、後任担当教員の育成を図っ

た。（指導員1名）

・学識経験者や医師が「こどもこころの相談室相談員」として、小中学校を巡回し、学校の援

助チームとともに支援をおこなった。

・大学生を「学習チューター」として、小中学校および公立幼稚園へ派遣し、授業や学校生活

の支援をおこなった。

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

学校・学級不適応を起こしている児童生徒に適切な支援・指導を行う。

内容

（手段）
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対前年比

その他財源
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国・県支出金

65,731
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財
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61,180
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29.00

65,731

107.2
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102.5
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0
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の支援をおこなった。

◆平成25年度直接経費の内訳

こどもこころの相談室相談員謝礼(736千円）

学習チューター謝礼（1,250千円）

旅費・保険料（54千円）

◆平成26年度直接経費の内訳

こどもこころの相談室相談員謝礼(1,840千円）

学習チューター謝礼（1,600千円）

旅費・保険料（64千円）

0.80

27.00

0

62,929

4,208

67,428

受益者負担

Ｈ26予算額

（手段）

Ｈ23決算額

3,5042,504
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事業実施におけ

る課題

学習チューターのPR方法を検討する必要がある。
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成果指標名

学習チューター活動回

数

活動指標名

学習チューター人数

回

1,451

H23

78

事業番号

事業の

達成状況

不適応児童生徒個々に対し、きめ細かな対応をすることができるため、子どもたちに

適切な指導をすることができた。学習チューターについては、人数・活動回数とも、前

年度を上回った。
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善善善善
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容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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２７年度以降

の改善案

スクールサポーターや相談員は非常勤職員であるため、恒久的に有能な人材確保の

手法を検討する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

問題行動の原因は多種多様であるため、気軽に相談できる体制をこれまで同様維持

するとともに、スクールサポーターや相談員による個別の対応が有効であるため、現

状維持と判定した。

判定理由

心を支える環境を整えることが難しくなることで、子どもたちへの対応が困難となり、

学級運営に支障をきたす。

維　持

これまでの、HP掲載や大学へチラシ配布以外にも、広報等を活用しPRしていく。
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一次評価のとおり。


